
ハ
イ
ヤ
ー
は

移
動
手
段
の
最
後
の
砦

　

町
内
の
ハ
イ
ヤ
ー
は
、
㈲
追
分

ハ
イ
ヤ
ー
が
追
分
と
早
来
エ
リ
ア

で
１
台
ず
つ
営
業
し
て
い
ま
す
。

再
開
の
要
望
が
多
か
っ
た
早
来
エ

リ
ア
は
今
年
４
月
か
ら
運
行
し
て

い
ま
す
が
、
想
定
よ
り
利
用
が
少

な
く
、
利
用
者
ゼ
ロ
の
日
も
あ
っ

た
土
曜
は
10
月
か
ら
や
む
な
く
休

業
（
月
曜
〜
金
曜
９
時
〜
18
時
の

営
業
に
縮
小
）
す
る
な
ど
、
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
自
由
度
の
高
い
ハ
イ

ヤ
ー
は
移
動
手
段
の
最
後
の
砦
と

し
て
地
域
に
不
可
欠
な
公
共
交
通

だ
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
期
に
あ
っ
て
も
重
症
化

す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
る
高

齢
者
等
が
生
活
に
必
要
な
移
動
が

効
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は

「
停
留
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
」「
経

路
を
変
え
ら
れ
な
い
か
」
と
い
っ

た
要
望
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
ん

な
利
用
で
必
要
か
お
聞
き
す
る
と
、

自
宅
と
停
留
所
間
を
移
動
す
る
デ

マ
ン
ド
バ
ス
が
最
適
な
ケ
ー
ス
や

ハ
イ
ヤ
ー
が
担
う
臨
時
的
用
途
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
代
替

案
と
併
せ
て
公
共
交
通
の
現
状
と

役
割
分
担
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

役場職員に聞く
vol.2

協力：地域推進課地域推進グループ

公共交通の活性化を目指して

　安平町が行っている事業や政策な
ど、町民の皆さんが利用することの
多い場所や取り組みについてご紹介
します。今回は、公共交通行政を担
当する地域推進課地域推進グループ
の高橋さんに話を聞きました。

で
き
る
の
は
、

個
別
移
動
が

で
き
る
ハ
イ

ヤ
ー
の
存
在

が
大
き
い
と

思

い

ま

す
。

な
お
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の

不
安
を
軽
減

す
る
措
置
と

し
て
、
町
民

が
ハ
イ
ヤ
ー

を
半
額
で
乗

車
で
き
る
事

業
を
来
年
３

月
末
ま
で
実

施
し
て
い
ま

す
。
買
い
物

や
病
院
に
行
き
た
い
け
れ
ど
、
移

動
時
に
密
に
な
る
の
が
不
安
で
外

出
を
躊
躇
す
る
と
い
う
方
は
、
降

車
時
に
サ
イ
ン
す
る
だ
け
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
当
に
公
共
交
通
を
必
要
と
す

る
人
の
た
め
に
、
よ
り
活
性
化
し

確
保
す
る
こ
と
が
責
務
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
支
え
る
公

共
交
通
」
と
い
う
意
識
で
、
交
通

事
業
者
と
利
用
者
の
歩
み
寄
り
に

よ
り
、
調
和
の
取
れ
た
公
共
交
通

網
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大防止個別旅客等運送緊急対策事業
ハイヤー運賃補助事業　補助実績（９月末時点）
5月 6月 7月 8月 9月 合計

追分 72 420 479 412 400 1,783
早来 38 205 216 171 181 811
合計 110 625 695 583 581 2,594

地
域
・
町
民
の

活
動
を
支
え
る
仕
事

　

地
域
推
進
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地

域
の
協
働
推
進
、
自
治
会
・
町
内
会

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
支
援
、
公
共
交
通
、

男
女
共
同
参
画
な
ど
、
大
き
く
言
う

と
町
民
活
動
を
支
え
る
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
で
、
公
共
交
通
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
町
内
で
は

鉄
道
、
路
線
バ
ス
（
幹
線
・
支
線
）、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
が
役
割

分
担
し
な
が
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
総
合
時
刻
表
の

制
作
や
共
通
回
数
乗
車
券
の
発
行

な
ど
、
利
用
促
進
に
繋
が
る
よ
う

な
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
公
共
交
通
の
ペ
ー
ジ
に
計

画
の
実
施
状
況
な
ど
を
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
に

な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

取材：地域おこし協力隊　木下知佳

高橋　克年さん
喜茂別町生まれ、室蘭市育ち、追分在
住。平成14年４月、旧追分町役場に就
職、教育委員会に。平成26年から企
画財政課に配属となって平成30年か
ら地域推進課地域推進グループに。

この方に
聞きました

公
共
交
通
の
現
状

　

町
内
で
最
も
利
用
が
多
い
の
は

鉄
道
。
通
学
で
使
う
人
が
多
い

た
め
、
朝
と
夕
を
中
心
に
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
利
用
者
を

増
や
す
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
と
連
携

し
、
乗
車
機
会
を
作
っ
て
鉄
道
へ

の
意
識
高
揚
を
図
っ
た
り
、
共
通

回
数
乗
車
券
の
発
行
で
継
続
利
用

を
促
す
と
い
う
よ
う
に
、
月
に
数

回
程
度
で
も
長
く
利
用
し
続
け
る

方
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

　

そ
の
共
通
回
数
乗
車
券
は
、
今

年
８
月
か
ら
追
分
駅
窓
口
と
早
来

駅
物
産
館
で
購
入
す
る
鉄
道
き
っ

ぷ
の
運
賃
の
代
金
と
し
て
も
利
用

可
能
に
な
り
、
町
内
全
て
の
公
共
交

通
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
方
や
80
歳
以
上
な
ど
そ

の
他
要
件
に
合
致
す
る
方
に
は
町

か
ら
交
付
す
る

支
援
制
度
も
あ

り
ま
す
。
使
用

せ
ず
に
貯
め
て

い
る
方
が
多
く

お
ら
れ
る
の
が

課
題
と
な
っ
て

い
て
、
公
共
交

通
を
維
持
す
る

な
ど
の
た
め
に

も
積
極
的
に
有

共通乗車回数券は
3,000円、2,000円、
500円があり、いず
れも11枚で10枚分
の料金で販売。有
効期限なし。
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